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今年から毎年１１月１１日を「公共建築の日」，毎

年１１月の１カ月間を「公共建築月間」と設定し，

これらに関連した各種記念イベントを開催し，公

共建築に対する国民の理解と関心を高めながらよ

り良い公共建築の整備を目指していきます。

経緯および概要

公共建築の日の創設については，２００１年５月に

開かれた全国営繕主管課長会議（全都道府県およ

び政令市の営繕担当課長および国土交通省官庁営

繕部から構成される会議）で付託事項とされ，東

京都，神奈川県，大阪府，国土交通省官庁営繕部

による検討会が設置され，２００３年４月の同会議幹

事会で創設が了承されました。

現在のところ，（社）公共建築協会，（社）建築保

全センター，（財）建築コスト管理システム研究

所，（社）文教施設協会の４団体が「公共建築の日

および公共建築月間 実行委員会」を組織し，各

種記念イベントを主催していく予定となっていま

す。

公共建築の日および公共建築月間の主旨は，次

のとおりです。

行政，教育文化，福祉等様々な分野に係わ

る各種の公共建築は，地域の人々の生活に密

接な係わりを持ち，地域の活性化，生活・文

化水準の向上，街並み・景観の形成等を図る

上で重要な役割を果たしています。

また近年，地域との連携を図りながら，公

共建築の整備や運営のあり方を考えるべきと

いう気運がますます高まっています。

このため，公共建築に対する国民の意識が

高まり，国民それぞれが公共建築を通じて，

街づくり，地域づくりに直接，間接に参画

し，真に優れた公共建築の整備・運営に一定

の役割を担うことが期待されています。

このような状況を踏まえ，「公共建築の日」

及び「公共建築月間」を創設し，関係団体，

地方公共団体，関係省庁等が幅広く協力しつ

つ，また広く一般の方々にも関心をもってい

ただきながら，より一層，国民生活に密着し

たより良い公共建築をめざしていきます。

また，１１月１１日に設定されたのは，以下の理由

からです。

・「１１１１」と１が四つ並ぶことから，建物の４本

の柱をイメージし，建築の基本的な構造を象徴

している。

・その他，国会議事堂の完成が昭和１１年１１月（７

日）などにもちなんでいます。

イベントは，中央および各地方ブロックごと

（北海道・東北・関東・北陸・中部・近畿・中国

・九州）に開催されますが，今年度は，「公共建

「公共建築の日」について

国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課特別整備企画室

建設マネジメント技術 2003年 11月号 ５１



２

３

築を考える」というテーマを全国共通のテーマと

しています。

国および地方自治体は，実行委員会が方針や具

体の企画を検討し，推進するに際して「協力支援

会議」を組織し協力支援を行っています。

中央イベントについては，北海道・宮城県・東

京都・神奈川県・新潟県・愛知県・大阪府・広島

県・香川県・福岡県の各地方自治体および法務省

・文部科学省・国土交通省から構成される協力支

援会議が実行委員会を支援しており，各地方ブロ

ックについては，各地方ブロックの実状に応じ

て，営繕主管課長会議参加者および国の出先機関

が実行委員会を支援しています。

今年度の取り組み状況

創設第１回目となる今年は，公共建築の日を周

知するための共通ポスターを作製し（図―１参

照），中央イベントとして，以下の記念シンポジ

ウムを開催します（図―２参照）。

公共建築の日 記念シンポジウム

「生きる公共建築，生かす公共建築」

１．開催日時：平成１５年１１月１１日（火）

１３：３０～１７：００

２．会 場：ホテル・ルポール麹町（麹町会

館）２階 ロイヤルクリスタル

の間

３．プログラム

�基調講演：

「これからの公共建築」

鈴木 博之氏（東京大学大学院教

授）

「私と公共建築」

安藤 忠雄氏（建築家・東京大学名

誉教授）

�パネルディスカッション

コーディネーター

鈴木 博之氏

パネリスト

安藤 忠雄氏

見城 美枝子氏（青森大学教授・エッセ

イスト）

白幡 洋三郎氏（国際日本文化研究セン

ター教授）

福島 七郎氏（東京都財務局建築保全部

長）

奥田 修一氏（国土交通省大臣官房審議

官）

問合先：（財）建築保全センター

（URL http : //www.bmmc.or.jp/）

また，その他イベント等の取り組み状況につい

ては，表―１のとおりとなっています。

今後の展開

公共建築の日については，今後，各種催し物を

毎年継続することで認知を高め，国・地方公共団

体，各団体の幅広い参加を呼びかけるなど，活動

を繰り広げていく予定です。

図―１ 公共建築の日 共通ポスター
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表―１ 「公共建築の日」関連行事一覧

開催
ブロック 月 日

備考１
（イベント
期間等）

イベント内容 開催場所 主催者 情報入手先・
問合せ先

中央 １１ １１ 中央イベント（講演会・シンポジウム）
「生きる公共建築，生かす公共建築」
・鈴木博之氏，安藤忠雄氏，白幡洋三郎氏，見城
美枝子氏，福島七郎氏，奥田修一氏

ホテル・ルポール麹町
麹町会館
２階 ロイヤルクリ
スタルの間

実行委員会 ※申込みは終了し
ています。

中央 １１ １４ 中央イベント（施設見学会）
東京藝術大学奏楽堂
（定員：１００名 無料・申込み先着順）
１４:００～１６:００ 学内演奏会鑑賞
１６:００～１７:００ 奏楽堂施設案内

東京都台東区上野公園
１２番８号

実行委員会 ※申込みは終了し
ています。

中央 １１ １６ 中央イベント（施設見学会）
国際子ども図書館（定員：３０名 小学４年～６年生
の児童と保護者同伴）
１０:３０～１２:００ 国際子ども図書館館内及び館外
見学

東京都台東区上野公園
１２―４９

実行委員会 ※申込みは終了し
ています。

北海道 １１ １０／３０～

１１／５

フォトコンテスト（モバイルP１グランプリ）
カメラ付き携帯電話による写真コンテスト
テーマ：人，自然，生活，文化と公共建築

札幌駅地下街
「アピア」内ライラ
ックホール

（社）公共建築協
会

（社）公共建築協会
北海道地区事務局
０１１―７０９―５２１２

北海道 １１ １３ トークセッション（人・自然・生活・文化と公共建築）
進行役：林 美香子（フリーキャスター）
パネリスト：遠藤清一氏（忠類村長），逢坂誠二氏

（ニセコ町長），小林英嗣氏（北海道大
学大学院教授），中島興世氏（恵庭市
会議員）

ホテルポールスター
２階ポールスターホ
ール
札幌市中央区北４
条西６丁目道庁前

（社）公共建築協
会

（社）公共建築協会
北海道地区事務局
０１１―７０９―５２１２

東北 １１ １１ 「公共建築フォーラム２００３」in とうほく
～「公共建築の日」＆「公共建築月間」創設にあた
って～
第１部：講演会／阿部仁史氏（東北大学大学院教

授）
第２部：営繕技術フォーラム

・作品プレゼンテーション
・ラウンドテーブルディスカッション

同時開催：パネル展

仙台メディアテーク１
階
オープンスクエア（定
員約２００名）

東北ブロック
営繕主管課長会
議

東北地方整備局
営繕部計画課
０２２―２２５―２１７１

東北 １１ １８ 公共建築フォーラム
「～ともに考え，ともにつくる養護学校～（仮称）」
パネルディスカッション

コラッセふくしま 福島県公共建築
連絡会議

関東 １１ ４ 横浜税関本関完成記念講演会
～歴史的建築物の保存・活用のあり方～
講師 坂本勝比古氏（神戸芸術工科大学名誉教

授）
香山壽夫氏（香山壽夫建築研究所所長）

横浜開港記念館
横浜市中区本町１―６

関東地方整備局 関東地方整備局営
繕部建築第一課
０４８―６００―１３４９

関東 １１ ４～
９

絵画作品展「小学生から見たさいたま新都心の作品展
２００３」
（絵画・作品展示・絵画審査会・表彰式・パネル展
示・パンフレット）

さいたま新都心合同庁
舎１号館
インフォメーション
センター

関東地方整備局
営繕部

関東地方整備局営
繕部計画課
０４８―６０１―３１５１

関東 １１ １０～

１４

各種記念行事
講習会（公共団体の積算担当者対象）
１１月１０，１１，１３，１４日
講演会（定員５０名）
岩松 準氏（佐藤工業（株）総合研究所主任研究
員）
佐藤隆良氏（（株）サトウファシリティーズコンサ
ルタンツ）

（財）建築コスト管理シ
ステム研究所会議室
東京都港区西新橋３―
１９―１４

建築コスト管理
システム研究所

建築コスト管理シ
ステム研究所
０３―３４３４―１５３０

関東 １１ １３ シンポジウム「親しまれる建築とは」
講演会・対談

山崎洋子氏（小説家）
吉田鋼市氏（横浜国立大学教授）
会場にてパネル展示予定

横浜市開港記念会館
講堂
横浜市中区本町１―
６
定員：３００名（無
料：当日先着順）

神奈川県
官公庁営繕協議
会

横浜営繕事務所

神奈川県建築工事
課 調整班
０４５―２１０―１１１１（代
表）

関東 １１ ２１ 東京都財務局技術発表会
技術発表 ８作品（１５:０５まで）
特別講演 １５:１０～１６:３０

青木 茂氏（建築家）

東京都庁議会棟１階
都民ホール

東京都 東京都財務局
技術発表会事務局
０３―５３２１―１１１１

関東 １１ ２６ シンポジウム
「今後の官公庁施設保全のありかたについて 長期
使用への挑戦“たてもの なが～く たいせつに”」
講演とパネルディスカッション
コーディネーター 村上周三（慶応大学教授）
パネリスト

鬼沢浩志氏（国土交通省大臣官房官庁営繕部
保全指導室長）
古橋秀夫氏（（社）全国ビルメンテナンス協会
専門委員
西村善治氏（東日本電信電話（株）不動産企画
室長
末管辰雄氏（東京都建築保全部計画保全課
長）

東條インペリアルパレ
ス
定員約１５０名（無料
・申込み先着順）

建築保全センタ
ー

建築保全センター
０３―３２６３―００８０
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開催
ブロック 月 日

備考１
（イベント
期間等）

イベント内容 開催場所 主催者 情報入手先・
問合せ先

中部 １１ １０ 講演会「公共建築は，みんなのもの」
内容
住民との協働による公共建築・事例発表（設計・建
設・管理運営のプロセスにおける，住民との協働の
実践事例）
（焼津市総合福祉会館・月見の里学遊館・澤野医院
記念館）
講演：「いつも何かにときめいていよう」（藤田弓

子氏（女優））

静岡県男女共同参画セ
ンター
「あざれあ」
（静岡市馬渕１丁
目）

定員：１００名（無 料
・申込み先着順）

静岡県公共建築
推進協議会
（県・２０市・６
町で構成）

静岡県公共建築推
進協議会事務局
０５４―２２１―３０９２

中部 １１ １４ 中部ブロックイベント（シンポジウム）
～安全・安心な公共建築を目指して～

基調講演：久保哲夫氏（名工大教授）
パネルディスカッション：福和伸夫氏（コーディネー

ター，名大教授）
笠嶋淑恵氏（建築家），
植村 正氏（静岡県都市住宅部営繕総室営
繕企画室長）
田島邦彦氏（三重県総務局営繕チームマネ
ージャー）
柊平 健氏（中部地方整備局営繕部計画課
長）

ウィルあいち（愛知県
女性総合センター）

実行委員会
（中部ブロック）

公共建築協会中部
地区事務局
０５２―２４３―０７８９

近畿 １１ ２２ 「堺の顔作りを考えるフォーラム」～これからのまち
と公共建築

基調講演
増田 昇氏（大阪府立大学大学院教授）
市民からの提案，パネルディスカッション

堺市総合福祉会館
６Fホール

実行委員会
（近畿ブロック）

公共建築協会近畿
地区事務局
０６―６９４３―７５７１

近畿 １１ ２６ 公共建築とまちづくりフォーラム２００３in 大阪
第一部 講演・光井 純氏（シーザー・ペリ アンド

アソシエーツジャパン（株）代表）
パネルディスカッション
大谷幸夫氏（建築家，東京大学名誉教
授）
永井芳和氏（読売新聞文化部長）
光井 純氏
清水豊和氏（近畿地方整備局営繕部長）

コーディネーター
山崎泰孝氏（近畿大学教授，建築家）

第二部 国立国際美術館ライトアップ点灯式

第一部：大阪YMCA
会館２F YMCAホー
ル（大阪市西区佐堀１―
５―６）
第二部：国立国際美術
館建設現場（大阪市北
区中之島４―２―１―４）

中国 １１ ９ 施設見学会（山口県：旧県会議事堂保存修理工事）
１０:００～１５:００ 山口市滝町１―１

山口県庁内 実行委員会
（中国ブロック）
協力支援会議
（中国ブロック）

山口県建築指導課
営繕室

中国 １１ １５ 施設見学会（島根県：松江合同庁舎）
１０時，１３時，１５時の３回
所要時間約１時間，各回５０名
松江市向島町１３４

集合場所：庁舎１階ホ
ール

実行委員会
（中国ブロック）
協力支援会議
（中国ブロック）

中国地方整備局
・営繕部
・山口営繕事務所

中国 １１ ２３ 施設見学会
鳥取県：鳥取県警察本部庁舎，鳥取県庁舎（耐震改
修）
１３:３０，１５:００の２回。各回５０人程度

集合場所：鳥取県民文
化会館ホール

実行委員会
（中国ブロック）
協力支援会議
（中国ブロック）

鳥取県総務部
管財課営繕室

四国 １１ １０～１３ ４日間 パネル展示 JR高松駅コンコース 公共建築協会
四国地区事務局

公共建築協会
四国地区事務局

九州 １０ ２９ 都城シビックフォーラム（公共建築月間プレイベン
ト）
「みんなで語るまちづくり・都城」
基調講演
南條道昌氏（都市計画設計研究所代表取締役）

パネルディスカッション
大久保浩文氏（大久保計画アトリエ代表取締

役）
漆島和子氏（都城まちづくり会社）
加治屋孝一氏（西駅地区整備推進協議会会長）
野村 修氏（九州地方整備局 営繕部長）
樋口栄作氏（都城工業高等専門学校教授）
三角光洋氏（都城市土木部長）
村岡義明氏（千日通り商店街振興組合副理事

長）

メインホテル
５階メインホール
（都城市上町８―９）

九州地方整備局
・都城市

都城市まちづくり
政策課
０９８６―２３―２７６２

九州 １１ １１ 九州営繕フォーラム２００３ 第５博多偕成ビル
１０階会議室

九州地方整備局 九州地方整備局
営繕部建築課
０９２―４７１―６３３１

九州
（沖縄）

１１ １１～１４ 沖縄総合事務局，沖縄県，那覇市による施策・公共建
築関連事業等を紹介する合同パネル展示

沖縄県庁舎
１階県民ホール

実行委員会 公共建築協会沖縄
地区事務局
０９８―８７９―２０９７
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１
官庁施設については，防災，防犯等の観点から

安全性，耐久性等を確保することが必要であり，

鉄筋コンクリート造等を主体とする構造により整

備を行っています。

こうした中で，木材の利用が望まれる施設等に

おいては，必要な性能を確保しつつ，積極的に木

材の利活用を図っています。このため，国土交通

省官庁営繕部においては，施設整備にあたっての

木材活用の方法の参考資料として「官庁施設にお

ける木材活用事例集」を作成しています。平成９

年に最初の事例集を作成しており，本年度作成し

たものについては，近年の事例を対象に，木造施

設４件，内装等に木材を使用した施設２３件を掲載

しています。

木材は，温かみを持つ自然素材であるなどの特

徴を有しており，このような特徴を適切に活用す

ることよって，より豊かな空間づくりが可能とな

ると考えられます。その一方で，官庁施設には，

安全性，耐久性等の性能が求められるところで

す。ですから，木材の使用にあたっては，適切な

個所に，適切な材種のものを，適切な仕上げをし

て用いることが必要だと考えられます。そのた

め，事例集には，木材を使用した施設の概要，主

な木材使用個所の写真，木材の使用個所・材種・

仕上げ等の一覧を掲載しています。

木造施設の事例

木造施設の事例としては，オリンピック記念青

少年総合センターの日本家屋のように，茶道，華

道等の研修施設として使用されるという用途など

により木造施設とした事例，国立中央青年の家の

ゲストハウスのように，周辺の自然環境との調和

などのため木造とした事例等を掲載しています。

写真―１ 国立中央青年の家 ゲストハウス

所在地：静岡県御殿場市

発注者：中部地方整備局営繕部

構造体に杉丸太を用い，温かみのある落

ち着いたログハウスとしています。

『官庁施設における木材活用事例集』について

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課
さ とう ゆ み

課長補佐 佐藤 由美
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２

写真―２ 国立阿蘇青年の家 屋外炊飯場

所在地：熊本県阿蘇郡一宮町

発注者：九州地方整備局営繕部

緑豊かな自然に調和するような木造の炊

飯場としています。

内装等に木材を使用した施設の
事例

国立少年自然の家や青年の家のような宿泊・研

修施設，図書館のような文化的施設のほか，各種

の庁舎等において，ホールや食堂，玄関ホール等

暖かみや落ち着きのある空間が求められる場所

で，それぞれ工夫をこらした木材の活用を図って

います。また，外構に設けられたポケットパーク

などにウッドデッキを使用している事例もありま

す。

写真―３ 旭川公共職業安定所富良野出張所（階段

室）

所在地：北海道富良野市

発注者：北海道開発局

利用者が直接手を触れる手すりに木材

（ナラ集成材）を活用し，暖かみのある

空間としています。

写真―４ 中央合同庁舎第２号館（大会議室）

所在地：東京都千代田区

発注者：国土交通省大臣官房官庁営繕部

壁面，建具，家具を木製とすることによ

り，落ち着いた空間を確保しています。

写真―５ 中央合同庁舎第２号館（食堂）

食堂の床に木材を使用しているほか，中

庭にジャラ材のウッドデッキを設置して

います。

写真―６ 中央合同庁舎第２号館（外構）

石張りの外構の一部に耐摩耗性等に優れ

たジャラ材のウッドデッキを敷設し，敷

地内に設けられたポケットパークに暖か
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みを持たせています。また，ウッドデッ

キとの一体性を持たせるため，ベンチや

階段部にも木材を活用しています。

写真―７ 柏原公共職業安定所（外観）

所在地：兵庫県氷上郡柏原町

発注者：近畿地方整備局営繕部

外部の軒天やスロープ壁面等に杉を活用

し，林業の里丹波のランドマークとして

明るい印象を与えています。庁舎の屋外

に木材を採用するにあたっては使用部位

と仕上方法を慎重に計画しています。

写真―８ 柏原公共職業安定所（スロープ手すり

壁）

雨がかりとなるスロープの壁は小径の杉

材を割り，表皮を水剥きし，不ぞろいで

節くれたまま使っており，劣化による割

れや色落ち・灰色化がなじむように荒削

りな印象に仕上げています。

写真―９ 柏原公共職業安定所（３階廊下手すり）

２階事務室の吹抜部分に面する３階廊下

にも，手すりに杉材を活用し，２階から

の視線を遮りつつ，圧迫感を与えないス

クリーンとしています。

写真―１０ 柏原公共職業安定所（２階事務室）

ファンコイルカバーにも杉材を用いるこ

とで，ベンチと兼用し，待合いの席数を

十分に確保できるつくりとしています。

ファンコイルカバーの作成にあたって

は，造作家具となるとコストが高いため

床用の縁甲板を利用しています。こうし

た工夫は木材の性質と加工法を熟知する

地元の木材業者との打ち合わせによって

活路を見出したものです。
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